
稲
の
短
期
栽
培
乏
し
て
の
晩
化
法

(
四
)

農
曲
学
博
士

近

藤

高

末

員E

寺

坂

備

視

-
、
緒

言

め
め

稲
の
晩
化
栽
培
は
元
来
熊
本
牒
下
〈
く
に
於
て
棋
越
の
容
を
免
れ
ん
が
矯
め
に
起
り
I
芳
法
な
れ
ど
、
そ
の
短
期
栽
培
な
る
矯
め
に
、
樹

、，，，、，，、，
J

a
a
z
k
υ
a
υ
 

回
三
毛
作
に
便
宜
を
輿
ふ
る
が
放
に
寝
間
く
臆
用
せ
ら
る
。
著
者
等
〈
〈
く
が
此
試
験
乞
始
め
し
も
、
そ
の
短
期
栽
培
の
特
長
を
利
用
せ
ん
と

す
る
な
川
町
・
叉
之
に
よ
っ
て
或
は
昭
和
一
四
年
に
西
日
本
を
蝿
ひ
た
る
卒
容
の
却
き
場
合
に
も
、
そ
の
利
則
鑑
・
き
陀
あ
ら
や
や
と
考
ふ
る
念

h
y
。
さ
れ
"
と
是
迄
、
昭
和
一

O
年
乃
至
一
四
年
の
五
ヶ
年
の
試
験
に
於
て
は
、
晩
化
栽
培
の
結
果
、
短
期
栽
培
の
目
的
に
は
遁
嘗
た
れ
ど
も
、

矯
め
に
米
の
牧
量
を
減
じ
、
且
。
事
円
米
を
多
〈
生
巴
て
品
質
を
低
下
す
る
と
と
を
認
め
た
る
は
遺
憾
左
り
と
す
。
而
し
て
岡
山
鯨
下
蘭
跡
地

に
慣
行
せ
る
寄
首
植
に
比
す
る
も
.
晩
化
栽
培
に
於
て
牧
量
少
く
‘
且
つ
米
の
品
質
の
劣
れ
る
を
認
め
た
り
。
さ
れ
E
設
に
考
慮
を
要
す
る

は
、
此
方
法
は
品
種
と
如
何
た
る
闘
係
に
あ
り
や
を
明
か
に
す
る
と
と
な
り
。
是
迄
著
者
等
の
用
ひ
た
る
品
種
は
、
岡
山
鯨
下
に
普
通
に
用

、且f
、J

ひ
ら
る
る
官
酔
及
び
旭
に
し
て
共
に
晩
生
種
た
り
。
よ
っ
て
著
者
等
ほ
昭
和
一
五
年
に
、
此
方
法
の
費
集
者
藤
本
氏
口

σに
依
頼
し
て
、
熊

本
廊
下
に
て
栽
培
ぜ
ら
る
L
品
種
、
費
、
幅
…
脚
、
農
林
一
二
蹴
の
視
種
子
の
寄
贈
を
受
け
、
之
に
嘗
所
に
於
て
従
来
栽
培
せ
る
吉
神
を
加
へ

て
、
四
口
問
種
に
つ
き
て
試
輸
を
行
ひ
、
以
て
品
種
と
晩
化
栽
培
と
の
閥
係
を
調
査
し
た
り
。

掲
の
短
期
誠
治
と
し
て
の
血
刻
化
法

〈

四

〉

犬
玉



宿
の
短
期
鶏
培
と
し
て
の
晩
化
法

ハ四一
v

六
六

向
同
時
に
此
試
験
に
附
随
し
て
、
士
ロ
…
脚
を
用
ひ
て
晩
化
首
の
仕
立
時
期
を
早
晩
四
回
に
分
ち
て
、
そ
の
播
種
並
に
挿
棋
の
時
期
と
栽
培
の

結
果
と
の
聞
係
を
見
た
り
。
勿
論
時
期
の
遅
る
a
A

程
、
栽
培
の
結
果
の
悪
し
き
は
嘗
然
な
れ
E
、
そ
の
晩
植
の
有
効
期
限
を
見
ん
と
す
。
と

れ
呉
費
針
策
と
し
て
、
晩
化
首
に
つ
き
知
り
置
く
必
要
あ
る
が
故
友
h
v
。

上
挫
の
試
験
は
、
昭
和
一
五
年
に
只
一
回
行
は
れ
し
に
過
ぎ
ざ
る
放
に
不
十
分
た
れ
ど
も
、
大
慢
の
傾
向
を
知
り
得
る
が
故
に
、
設
に
そ

の
結
果
を
報
告
せ
ん
と
す
。-

E

、
事
跡
地
暁
化
品
種
試
験

で

試

験

の

直

別

士
骨
神
聖
標
準
と
な
し
・
之
を
普
通
栽
培
、
寄
苗
植
及
び
晩
化
栽
培
に
な
し
、
之
に
比
較
し
て
賀
、
幅
紳
、
農
林
二
一
斑
の
晩
化
栽
培
を
行

ひ
た
り
。

へホユ ハロ イ、司 、司 、、

農紘穏質、 問周吉

調 制

ご、晩晩寄嘗

理晩 遜
晩 化化

化化 箇倍〆「
総裁裁

裁培倦 活 情 擁 銀3 

周回同六周五 鰭

用居

一種
五・八

前前前日 日期

七隠

用
績

四

I I I I 日 |期

同 同同同七六 挿

周恩

ニニ秩
。九

前関 前前日日 期

稼
の
箇

九九九九三三 敏
本

同同周同九九 稼

す寸

x x 

甲九
五
す寸隊



備ま
考

{2J (1ト

寄
苗
の
一
稼
本
叡
を
三
本
と
ま
ふ
は
』
限
値
時
ハ
七
局
四
日
)
に
於
け
る
本
敏
な
り
a

一
二
、
本

岡

線
描
甲
筒
代
目
勧
銀
は
五
二
目
、
由
明
化
笛
は
三
五
日
伝
り
。

二

、

首

の

仕

立

方

《イ
V

普

五
日
間
浸
種
、
坪
嘗
四
合
播
に
し
て
、
五
月
八
日
に
播
種
、
肥
料
は
坪
首
棉
賓
粕
一
五

O
白
地
(
半
量
迫
肥
也
、
過
燐

酸
石
茨
一
ニ

O
匁
、
木
友
七
五
匁
(
費
芽
後
v.

苗
代
期
間
五
二
日
、
コ
一
本
植
と
な
す
。

前
記
の
普
通
苗
を
七
月
四
日
、
本
田
の
一
隅
に
仮
植
、
(
株
間
一
一
一
X
コ
一
寸
、
一
株
一
一
一
本
v
し
た
る
も
の
友
り
@

二
日
間
浸
極
、
坪
首
ニ
・
五
合
播
、
六
月
一
五
日
に
播
櫨
、
肥
料
は
坪
首
棉
貨
粕
八

O
匁
、
過
燐
酸
石
友
ニ

oh地、

苗

通

苗

《

ロ

)

寄

(

ハ

)

晩

イじ

苗

木
次
回

O
匁
(
費
芽
後
v
、
苗
代
期
間
三
五
目
、
一
晶
体
九
本
植
と
な
す
・

前
作
は
小
委
に
し
て
、
青
刈
大
豆
を
畦
の
南
側
斜
面
に
栽
培
せ
り
。
施
肥
は
反
首
量
青
刈
大
豆
ニ

0
0賞
、
堆
肥
一

O
Q貫
、
犬
豆
粕
=
一

貫
.
硫
酸
ア
ム
モ
ユ
ヤ
ニ
貫
、
過
燐
酸
石
友
二
貫
、
堕
化
加
里
一
貫
(
以
上
基
肥
)
、
大
豆
粕
三
貫
、
硫
酸
ア
ム
毛
旦
ヤ
三
賞
・
・
過
燐
酸
石
友

二
賞
、
盟
化
加
里
一
貫
、
草
木
友
七
貫
(
以
上
追
肥
)
た
り
。

熊
本
牒
よ
り
受
け
た
る
親
種
子
の
量
は
、
各
二
合
五
『
に
過
ぎ
ざ
り
し
放
に
、
一
直
一
一
一
坪
の
小
面
積
の
試
験
に
訟
り
た
る
は
止
む
を
得
ゃ
.

二
回
反
覆
試
験
せ
り
。

育

調

問
、
生

査

右
六
匿
の
試
験
に
つ
き
て
、
生
育
調
査
を
た
じ
た
る
結
果
は
、
第
一
表
の
如
し
。

〔

問

〉

掲
の
短
期
裁
熔
と
し
て
の
礎
化
法

六
七
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第
一

表
小

委
跡

地
の

栢
の

生
育

調
賓

諒
駿
.

医
燭

種
秩

期
出

穂
期

成
熱

l官よ
り|
常
時
より|雲蹴

|
期

出
迄

の
成

迄
の

成
迄

の
主血i'i:t

日
円

敬
日

12日4
 

17日7
 

日
仏F54

 
舌

榔
普

通
笛

〈
榎
単
〉

五
周

八
日

先
刃

二
九

日
九

居
九

日
一

一
周

二
日

124 

"
 
寄

筒
徳

h
 

七
且

ご
O

日
h

 
"
 

"
 

177 
105 

'2.3
 

"
 
晩
{
七
l
!
I
i

六
周

一
五

日
"
 

九
刃

一
三

日
一
一
月

三
日

回
141 

1
国

5.
6
 

E理
骨

"
 

"
 

九
周

-11賛
同

一
一

周
四

日
91 

142 
Lt11 

2.7 

ifi{
.
jII 

"
 

"
 

曽
.

 
九

足
一

一
日

一
一

周
三

日
回

141 
1田

6.0
 

農
事
事
12滋

"
h

 
"
 

九
周

一
三
日

一
一

月
四

日
叩

142 
1r:f1 

0.6
 

備
考

主
】
ド
局
面
量
被
害
~
合
低
金
稼
敏
に
劃
す
る
被
害
事
採
重
量
の
比
な
切
。

2) 
倒

伏
せ

る
も

の
tt.ι，

棋
11制巳.1i~~'事口語~'

I!('雇;聖'端:ft
lll器

Qli
ミ1帯

W
H
~
Y
笠
，

I'\I~:E聴器削
b
質
審
日
露
ピ

EE樹
~
Q
事
臨
時
穏
心
。
E

J
い
'
調
z朝
製

(li壊
を
〉
ど
ま
~
~
}
J
'
亜
種
蛍
I
j
同
州
出

'
質
調
a
H
平気
ν
1
-
1
1
m
朝
長

~tQS;!
甥
~
~
t
Q
$
ぎs;!'

~~...，~員密謀!聾
Q[[

宕
41制

J
聴
梅
震
付

s
揖
干

νIII
岡
田
A
o
l
崩
壊

.
Y

I:'{聴者主要.li-O桜
f
い
l.<

 m.
w
韻
擢
J
従
必
。
ù
Q
怖t!嵐三宮1Ël!o!~...j

44

t()砲.!ili
.
D
ct Ie J

ν
』
間
接
梶
野
Q
轟
s
;
!
軍
J
い

tH~I[Iii闇
E

記事~a!京
~
~
O

(
時
踏

1
)

 



五

、

政

穫

物

調

奈

一
一
月
五
日
に
全
部
刈
取
り
、

そ
の
牧
礎
物
を
調
表
し
た
る
結
媒

は
、
第
二
、
一
ご
表
の
如
し
。

第
二
表
及
び
第
三
表
を
見
る

に
、
普
通
の
如
く
、
誼
期
に
播
租

押
帥
伏
し
た
る
も
の
が
、
軟
量
並
に

品
質
に
於
て
最
も
良
好
た
る
が
、

寄
苗
植
は
之
に
弐
ぎ
て
良
好
な

hv
・
叉
晩
化
栽
培
に
於
て
は
吉

榊
、
費
、
繭
榊
共
に
普
通
栽
培
並

に
寄
苗
植
応
比
す
れ
ば
1

枇
量
並
に
品
質
に
卦
て
劣
り
た
・
9
・

ィ、芽跡地白晩化栽培の出穏期比較寝耳←

繍毒虫期阪信期播穣期

六局二九日

七周 二oa-
七局 ヱOR晩化絞楢# 2 

" " 
品VE聖s 

" 緬向、。4 
" 
" 

七周囲日

五月八回

五月 .A日

六周一五日

毒事記〉

" 
〈昭和一王手:Ji.J1ー凪日

吉柳、普通戦峰
〈像rlfJ)

寄箇憾" 

C 

1 

震体13滅。5 

晩
化
栽
輔
の
献
臨
は
、
出
穂
期
が
握
れ
、
車
伺
米
及
び
胴
切
米
b
E

多
〈
生
じ
、
品
質
を
損

ι‘
且
つ
牧
量
の
劣
る
と
を
な
る
が
、
調
り
農
林

一
二
披
は
、
牧
量
も
品
質
も
飴
り
劣
ら
ざ
り
き
。
そ
れ
故
、
只
、
今
年
の
成
簡
の
み
に
て
決
定
す
る
と
と
能
は
ぎ
れ
ど
、
若
し
農
林
一
二
披

が
晩
化
栽
培
に
な
す
も
、
牧
量
並
に
品
質
に
於
て
敢
て
劣
ら
ざ
る
も
の
L

と
せ
ば
、

畳
間
の
鮫
刻
扱
格

K
L
て
の
畠
略
化
法

と
の
品
種
は
晩
化
栽
培
に
遁
嘗
せ
り
と
云
ふ
ペ

I
V
但

L

ハ
問
〉

六
九
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第
二

表

-¥1
0
 

牧
穫

物
，

調
査

(
ー

)
C!
I
、
~
跡
地
〉

稗
長
|
宮
町
|
出
|
脚
合

籾摺歩合
試

験
区

分
護

教
重

量
|

容
量

千
世

軍
1
升

重

c
m
 

c
m
 

80.4 9
 

8 ラ14.4 
5ラ24沼

2g 9.3 
Lk0g 1

 
奇

跡
暫

1
I

値
〈

銀
準

〉
21.2

土
0
.4

79 .4 
18.5

 
86.3

 

同
寄

箇
組

1.2.9
土
0.2

71.6 
17.2 

70.3
 

7.5 
8
0.4 

49.9 
'2J3.7 

o.rn 
同

晩
化

植
13.7

土
0.2

67.3 
17.6 

印
.6

8.3
 

8 1.0 
49.2

 
28.1 

0.94 

質
H

 
1
4.0

土
0.2

64.9 
1 6.4 

67.3 
11.0 

78.
8
 

47.2 
26.6 

0.91 

編
肩

申
8

 
12.2

:::1::0.2 
75.0

 
16.0

 
69.0 

8 .4 
79.5

 
4 9.7

 
28.3

 
0.96 

農
林
12披

，
13.5

:::1::0.2 
70.7

 
16.4

 
60.3 

7.2 
8Q.0

 
49.5 

27.1 
0.96 

備
考

1) 
・分
量
産
量
史
ば

1∞
棋

の
平

均
。

3) 
1
穂

の
粒

散
は

印
穂

の
平

均
。

2) 
課

長
及

雄
輔

の
長

き
は
1
∞

本
の

平
均

。
4) 

籾
米
1
升

璽
は

大
略

に
し

て
正

磁
に

あ
ら

ず
。

第
三

表
枇

穫
物

調
査

(
二
)

C
!
l
、
愛
跡
地
〉

青
米

試
験

届
正

常
米

茶
米

胴
切

米
死

• 1/4l
重

生
米

千
粒

重

吉
神

普
通

値
〈

標
司

自
〉

8ラ54.8 
2F.4 5

 
0
%
 

.8 
994 .0 

%
 

tL3 
2% ・5

25E 9
 

21aE 7
 

同
寄

首
植

83.
4
 

1.9
 

0.6
 

10 .9 
0.5

 
3.5 

2
<1.7

 
219.8 

同
晩

化
植

77.2 
2.2

 
1.1 

16.0
 

0.9
 

4.0 
24.3 

219.2 

望星
骨

71.7
 

3.9 
1.3 

14.7 
。

3.8
 

'22.7
 

216.5
 

扇
面

申
H
 

78.8 
2.4

 
【1.9

14.6 
0.1 

3.2 
24.1 

217.9 

農
桃
12電電

H
内
.
4

5.7
 

1.5
 

11.8 
。

3.1
 

23.4
 

219.3 

備
考

不
良

米
は

田
宮

宛
2
因
調
査
。

干
号
米

l
~
表
米
中
に
は
胴
切
米
を
も
含
む
q

牧
置

の
tむ
!
f
i

ラ1∞4
 

99.1 

94.7 

86.2
 

93.5 

'i11.0 

品
費

上

申
上

申

中
上

申
'
上

上



設
に
之
を
断
定
す
る
は
尚
早
な
る
と
と
一
五
ふ
迄
も
な
し
。

三
、
蘭
跡
地
暁
化
品
種
試
験

一

、

試

験

の

直

別

置
は
弐
の
六
種
た
り
。

小
委
跡
地
の
試
験
に
同
じ
。
但
し
挿
挟
期
が
七
周
二
五
日
に
し
て
、
前
者
に
比
し
五
日
遅
し
。
而
し
て
寄
苗
植
を
以
て
標
準
と
な
す
。

ィ
、
吉

寄

紳

ロ
、
同

同

ハ
、
同

晩

晶
、
責

同

ホ
、
幅

神

同

で

農
林
一

二

披

同

二

、

首

の

仕

立

方

萎
跡
地
試
験
に
用
ひ
し
首
に
同
じ
。

栢
の
短
期
裁
は
帽
、
と
し

τ
の
鈍
化
法

首

植

イじ

栽

培

ハ
図
)

普
通
株
間
九
寸
×
九
寸

密
植
、
株
間
九
寸
×
四
・
五
寸

同同同同

七
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試
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九
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前
作
の
跡
地
区
は
肥
料
が
多
く
碕
向
調
し
、
寧
ろ
過
多
た
る
篤
め
に
、
棋
晶
及
び
穂
背
桝
熱
病
の
被
害
大
た
り
き
。
殊
に
士
口
一
脚
晩
化
並
に
幅

紳
晩
化
に
そ
の
被
害
大
た
り

且
つ
多
肥
の
鴛
め
梢
の
倒
使

一を
来
た
し
・
農
林
一
二
蹴
は

全
部
倒
伏
し
た
り
。
そ
の
詩

め
に
此
日
間
種
に
は
育
米
を
多

く
生
じ
て
、
品
質
劣
悪
に
た

り
し
が
、
病
最
の
被
害
は
却

っ
て
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
ぎ
り

き
吉
榊
寄
苗
植
に
比
す
れ
ば

吉
紳
、
賀
、
幅
紳
、
農
林

ニ
競
の
晩
化
栽
培
は
‘
共
に

五

、

敬

雄

物

調

査

成
熟
が
僅
か
に
ニ

l
g一
日
遅
る
主
に
過
ぎ
ざ
る
数
に
、
栽
培
に
は
何
等
差
支
な
し
。
(
寝
耳
ニ
〉

一
一
月
六
日
に
全
部
刈
取
hv.
そ
の
牧
植
物
を
調
査
し
た
る
結
果
は
、
第
五
、
六
表
の
却
し
。

酒
の
短
期
観
錨
と

L
て
の
崎
明
化
法

円四
v

蘭跡地の晩化栽培の出穂期比較葛..二

掃 秩 期鰻 慌 期矯種期稼閉

七月二五日七且四日五周八日吉都、省値9x9寸C 

" " " 9x4.5す" 1 主;

" 六刃一五日晩化S詰培 H" 2 

11 " " h 望Z3 

" " " 福柳、，4 

" 
寺器量〉

h 
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分

護
敏
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釦
稼

の
卒

均
o

2) 
稗
長
及
び
穂
輔
の
長
き
，
~
1
∞
本
の
平
均
。

3) 
1
砲

の
粒

敏
は
50穂

の
卒
均
。

4
)
 
籾
米

1
升

震
は

編
略

の
値

に
し
τ
正
穣
な
ら
ず
。
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剛

自日

引吠引ポミ吾

E罵

け
得
る
場
合
に
は
、
寄
首
密
植
を
行
ふ
べ
し
。
只
晩
化
栽
培
に
於
て
、
農
林
一
一
一
披
の
み
は
‘
そ
の
牧
量
が
寄
背
植
に
比
し
て
劣
ら
ざ
る
故

に
、
若
し

作
の
都
合
に
よ
り
て
、
晩
化
栽
培
の
必
要
芝
生
ぜ
し
時
は
、
農
林
一
一
一
斑
の
如
き
が
、
そ
の
壇
賞
怒
る
品
種
な
る
べ
し
。
そ
の

恒
国
の
短
期
栽
泡
と
し
て
の
晩
化
法

ハ四
V

七
五

傾
向
は
小
奏
跡
地
の
試
験
に
於
て
も
認
め
た
る
所
な
り
。

要
す
る
に
蘭
跡
地
に
晩
化
栽
培
を
行
ふ
時
は
‘
牧
量
を
減
じ
、
青
米
‘
茶
米
、
死
米
を
多
く
生
じ
、
千
粒
重
並
に
容
積
重
は
ゆ
に
た
り
、

矯
め
に
品
質
は
劣
る
が
故
に
遁
賞
な
ら
ざ
る
も
‘
農
林
一
二
読
は
牧
量
が
比
較
的
に
減
少
せ
ざ
る
放
に
、
晩
化
の
必
要
を
生
ぜ
し
時
応
は
、

遁
首
な
る
品
種
b
E

選
揮
す
べ
く
、
農
林
一
二
蹴
の
如
き
は
そ
の
一
例
種
た
る
べ
し
。
勿
論
此
一
年
の
成
績
の
み
に
て
は
、
決
定
的
に
言
ふ
べ

か
ら
ざ
る
は
言
を
倹
た
や
。
只
参
考
に
過
ぎ
や
。



思
相
の
短
期
総
焔
と

L
て
の
質
化
法

円四
V

七
六

回
、
暁
化
栽
培
の
有
効
期
限

，
晩
化
栽
培
は
そ
の
挿
換
を
遁
ら
し
て
・
し
か
も
牧
穫
期
、
牧
量
及
び
品
質
等
に
4

へ
な
る
不
利
な
か
ら
し
む
る
が
目
的
に
し
て
、
之
に
£
h
v

て
積
極
的
に
牧
量
を
増
レ
或
は
品
質
を
改
良
す
る
こ
と
を
望
む
べ
き
広
あ
ら
事
。
晩
化
栽
培
ゆ
時
期
を
早
〈
す
れ
ば
平
き
程
牧
量
並
に
品
質

が
普
通
栽
培
に
接
近
す
ぺ
〈
、
叉
そ
の
皮
封
に
、
時
期
が
遅
る
れ
ば
そ
れ
だ
け
不
利
の
影
響
を
蒙
る
べ
き
は
明
か
な
る
が
、
殺
に
明
に
す
ぺ

き
は
、

S
T
舷
時
そ
の
他
異
費
に
際
，
し
て
、
突
強
的
に
感
念
策
と
し
て
此
晩
化
栽
培
を
行
は
ん
と
す
る
時
、
そ
の
有
効
期
限
は
大
約
何
時
頃
友

り
や
&
云
ふ
こ
と
去
り
。

有
の
目
的
の
矯
め
に
・
姿
跡
地
に
於
て
晩
化
荷
。
播
種
及
び
そ
り
挿
換
期
を
費
化

L
て
、
余
の
如
き
こ
回
の
試
監
を
行
ひ
た
b
。

第

同

試

験

一
、
試
験
の
区
別

合
口
一
脚
を
用
H
U
、
そ
の
播
種
期
生
六
月
一
五
目
、
二

O
目
、
二
五
日
友
び
一
二

O
目
と
た
し
、
そ
の
梼
科
期
を
右
に
準
じ
夫
々
七
月
二

O
日、

二
五
日
、
一
二

O
日
及
び
八
月
四
日
と
せ
り
。
叉
之
が
酎
胤
と
し
て
同
時
に
寄
市
を
も
櫨
ゑ
付
け
た
"
。
試
臥
制
限
は
弐
の
劃
y
y
八
種
な
り
。

矯

稽

期

限

鏑

掃

秩

期

一
糠
の
苗
敏

稼

関

ィ
、
寄

趨

値

五

月

八

日

七

用

四

期日

七

局

二

O
日

九
X

四
・
五
寸

ロ
、
現

化

栽

ifj 

六

月

一
五
日

七

月

二

O
日

九 一一一
一

同

前
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日区日日日日
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JJ J主用

四四四

| 日 l 日|日

八凡七七七七

周周 用居沼周
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四四 o0 五五

日日日尽日目

九三九三九三

同同同周岡同

前前前首昔前前

二
、
首

θ
仕

立

方

寄
首
の
仕
立
方
は
前
に
「
奏
跡
地
晩
化
栽
培
試
験
」
の
項
に
於
て
述
べ
し
と
同
巴
。
椴
楠
後
挿
秩
迄
位
、
そ
の
地
に
そ
の
ま
L
置
き
し
な

り
晩
化
首
は
二
日
間
浸
漬
後
坪
嘗
二
・
五
合
播
に
な

'
k
六
月
一
五
日
、

同
二

O
目
、
同
二
五
日
‘
同
一
一
一

O
日
の
如
く
、
一
五
日
遅
れ
之
友
」

て
播
種
し
、
挿
棋
も
従
う
て
五
日
宛
遅
ら
せ
た
り
。
首
代
の
肥
料
は
「
褒
跡
地
晩
化
栽
培
試
験
」
の
項
に
於
て
述
べ
し
と
同
ヒ
。

三
、
本

間

淘
の
短
婿
議
泡
と

L
τ
の
晶
略
化
法

ハ
周
u

七
七

「
菱
跡
地
晩
化
栽
培
試
験
」
と
同
巳
〈
本
闘
を
用
ゆ
。
二
回
反
覆
試
験
せ
U
。

四
‘
生

育

調

査

右
A
Eめ
生
育
調
査
の
結
果
ほ
第
七
表
の
動

L
。

此
試
験
に
於
て
、
晩
化
苗
は
寄
苗
に
比

L
て
挿
秩
後
の
精
着
が
悪
し
き
を
認
め
た
h

，
。
挿
棋
後
苗
が
萎
凋
し
易
し
・
又
晩
化
首
は
謹
き
も
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備
考

的
議
・
・
・
出
穂
i
I
l
.
に
戚
熱
が
極
め
め
て
不
湖
な
り
。

2) 
病
掻
被
害
歩
合
ば
金
縁
敏
に
封
す
る
被
害
稼
重
量
%
な
り
。

3) 
普
通
の
如
く
絞
熔
せ
し
l等

は
出
稼
は
九
局
九
目
、
成
熟
苅
は
ー
o
n
エ
日
な
り
。

4
)

倒
伏
な
し
。
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出
穂
は
-
一
一
一
目
、
成
熟
は

五
日
遅
れ
、
又
七
月
二
O

日
挿
秩
の
晩
化
に
比
し
て

出
穂
は
一

O
目
、
成
熟
は

問
日
遅
れ
た
り
。
而
し
て

此
の
出
穂
並
に
成
熟
の
遅

延
は
米
の
牧
量
並
に
品
質

に
影
響
す
る
所
大
た
り
。

設
に
注
目
す
べ
き
は
、
寄

首
に
た
し
置
き
た
る
も
の

を
八
月
四
日
に
掃
耕
ず
る

時
は
、
ニ
段
出
穂
の
傾
向

時期を異にしたる晩化栽培と

その出穂期

寝員三

〈寄箇と路線〉

持秩期限値期 .矯種期

七局ご五日七周四日五 局八 日吉 跡 、 寄 菌 植6 

七局三五日

七局三08"七周囲日

六局ごO日

五周八日

六周二五日

晩化栽i遜

望号笛徳

H 

1! 

7 

8 

あ
れ
ど
も
、
別
に
之
が
矯
め
に
出
穂
成
熟
は
遅
る
る
と
と
た
し
・
之
れ
寄
苗
と
晩
化
苗
と
の
犬
に
具
る
所
な
り
。
(
馬
民
一
二
) " 晩化絞tきW 9 

J¥周四日

揖

七周囲日

寺坂〉

五 周八 日

六周三C日

(昭和→五年九局ム四日

寄苗徳

晩化栽jfg

h 

" 

10 

11 

概
し
て
晩
化
苗
は
寄
苗
に
比
し
て
、
病
掻
被
害
歩
合
は
大
た
り
。
殊
に
八
月
四
日
の
如
く
極
端
に
遅
れ
て
挿
秩
せ
し
場
合
に
は
、
そ
の
病

議
被
害
が
念
に
増
加
す
る
を
見
た
り
。

以
上
の
如
く
八
月
ぜ
日
に
挿
秩
せ
し
晩
化
栽
培
は
、
出
穂
が
普
通
栽
培
に
比
し
て
一
三
日
遅
れ
、
且
つ
不
揃
な
る
止
、
病
滋
官
官
も
極
端
に
多

鶴
田
の
短
期
縫
箔
と
し
て
の
晩
化
法

ハ
四
)

七・丸
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界
長

及
び

穂
紬
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長

さ
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1∞

本
の
卒
均
。



3) 
1
穂

の
粒

教
は

広
喝

の
平

均
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4) 
籾

米
l
升
重
は
大
J
t
i
D
値
。

5) 
収
量
tむ率

iま
嘗

遁
銭

指
の

蚊
麗

を
1∞

と
し
た
る
tむ率。
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畳
間
の
短
期
銭
砲
と
し
て
の
晩
化
法

〈
周
u

Jl 

一
般
に
は
差
異
な
し
。
稗
長
並
に
穂
長
、

一
穂
の
粒
数
に
於
て
は
、
晩
化
栽
培
の
場
合
に
劣
れ
勢
。
さ
れ
ど
そ
の
差
異
は
七
月
竺

O
日
以
後

に
あ
ら
ざ
れ
ば
著
し
き
も
の
に
あ
ち
ゃ
。
枇
歩
合
は
晩
化
に
於
て
多
く
、
そ
の
時
期
の
埋
る
る
程
、
寄
苗
植
と
の
裳
異
は
大
と
な
る
た
り
.

組
摺
重
量
歩
合
に
於
て
は
大
差
念
き
も
、
容
量
歩
合
に
於
て
は
晩
化
の
遅
れ
し
時
広
少
き
b
E
見
る
。
親
米
千
粒
〈
枇
米
を
除
く
〉
に
就
き
て

は
雨
者
に
差
異
少
し
・

て
は
、
普
通
栽
培
の
五
九
・
七
um
に
鐙
減
じ
た
り
。

一
升
重
は
晩
化
栽
培
が
寄
苗
植
に
比
し
て
常
に
劣
る
。
牧
量
は
晩
化
栽
培
に
大
に
劣
る
。
殊
に
八
月
四
日
挿
棋
に
於

叉
第
九
表
に
よ
れ
ば
、
挿
秩
時
期
の
遁
る
L
程
正
常
米
を
減
じ
、
車
内
米
、
茶
米
を
婚
し
・
叉
死
米
、
胴
切
米
を
増
し
た
る
が
、
殊
に
晩
化

栽
培
に
於
て
然
る
を
認
む
。
正
常
米
千
粒
重
並
に
容
積
重
も
挿
換
期
の
逼
れ
し
も
の
に
鈴
て
漸
次
小
な
り
。
而
し
て
寄
苗
植
に
比
し
て
、
晩

化
栽
培
に
於
て
、
千
粒
重
並
に
容
積
重
は
小
た
り
。
縫
っ
て
米
の
品
質
は
挿
税
期
の
遅
盆
も
の
程
、
殊
に
晩
化
栽
培
に
於
て
劣
る
は
営
然
と

一
再
ふ
・
ぺ
し
。

以
£
を
綿
指
す
る
に
、
寄
苗
植
、
晩
化
栽
培
何
れ
も
挿
挟
期
の
遅
る
h
程
牧
量
を
減
じ
、
且
つ
米
質
の
劣
る
は
嘗
然
な
る
が
、
寄
首
植
に

比
し
晩
化
栽
培
が
常
に
劣
る
を
認
む
る
放
に
、
時
期
遅
れ
て
挿
棋
の
必
要
あ
ら
ば
、
宜
レ
〈
寄
首
を
用
意

L
て
挿
棋
す
ぺ
し
・
さ
れ
ど
、
之

が
不
可
能
た
る
時
は
‘
濯
く
共
、
苗
を
新
に
作
り
て
晩
化
栽
培
を
行
ふ
べ

L
・
而
し
て
八
月
四
日
に
挿
棋
す
る
も
、
普
通
栽
培
〈
遁
期
に
播

種
挿
狭
〉
に
比
し
‘
病
議
書
無
安
』
時
は
拘
五
九
dw
の
牧
量
あ
る
が
放
に
、
八
月
に
入
り
て
挿
叫
伏
す
る
も
六
割
の
秋
量
あ
り
と
云
ふ
べ
し
・
而

し
て
晩
化
栽
培
時
期
の
還
る
L
程
牧
量
を
減
じ
、
米
質
を
損
す
る
が
.
そ
の
最
も
茜
し
く
悪
彰
響
を
受
く
る
は
、
右
の
試
験
に
於
て
は
七
月

三
O
日
及
び
八
月
四
日
の
挿
秩
た
り
。
殊
に
八
月
四
日
の
挿
棋
に
於
て
は
梢
熱
病
の
費
生
多
く
悪
影
響
の
著
し
き
を
認
む
.

要
之
、
必
要
に
よ
り
て
晩
化
栽
培
を
行
は
ん
と
す
れ
ば
、
早
き
程
成
績
可
な
る
が
故
に
、
成
可
く
七
月
三
O
日
以
前
に
挿
秩
す
べ
し
・
さ



-お

ε凡
月
に
ん
り
亡
挿
秩
f
v
vも
v

最
良
の
場
合
山
内
六
割
の
牧
量
あ
る
が
故
に
、
皆
押
快
を
舵
業
ず
ぺ
き
に
b
ら
す
と
一
耳
ム
寸
し
e

玉
、
播
種
期
を
運
《
し
花
忍
暁
化
苗

稲
作
粧
管
上
始
よ
り
晩
化
栽
培
を
行
は
ん
と
す
れ
ば
、
前
述
諸
試
験
の
如
〈
六
月
一
五
日
頃
に
播
種
し
て
、
七
月
二

G
日
頃
に
挿
秩
ず
れ

め
、
共
の
試
験
を
行
ひ
た
り
。

ぽ
可
友
る
も
、
卒
魁
の
如
き
突
然
の
事
故
の
矯
め
に
甚
だ
遮
れ
て
首
を
仕
立
。
る
必
要
あ
り
た
る
時
に
、
そ
の
栽
培
の
結
果
を
知
ら
ん
が
焼

て

試

験

問

直

別

旭
を
用
ひ
、
之
を
普
通
栽
培
に
た
し
た
る
も
の
と
、
晩
化
に
た
し
た
る
も
の
と
を
、
共
の
如
く
コ
一
直
に
分
ち
て
試
験
を
行
ひ
た
り
。

巨

日

，= 
本 |一一一一

秩

期

一
線
の
箇
敬

播

種

期

係

ィ，

旭

普

通

植

ハ
標
悔
い
V

五

仇

tt; 

日

用

用

ロ
‘
姻
晩
化
裁
泊
、
擦
問
副
官
遁

六

八

4占

。
日

九

日

用

用

h

、
同

前

密

前

前

植

同

同

九

苗
代
肥
料
及
本
田
肥
料
は
既
に
述
〈
し
、
委
作
跡
地
の
試
験
の
場
合
に
同
じ
。

ニ
、
生

査

育

調

生
育
調
査
の
結
果
は
第
一

O
表
の
如
し
・

田
畑
の
短
期
晶
創
出
唱
と
し
て
の
晩
化
法
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告

第
一
一
表
及
び
第
一
二
表
に
よ
れ
ば
、
極
端
に
遁
く
首
を
作
り
て
晩
化
栽
培
に
供
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
、
何
れ
の
事
項
に
闘
し
で
も
普
通

栽
培
に
比
し
て
大
に
劣
る
と
と
は
云
ふ
迄
も
な
し
。
さ
れ
ど
密
植
を
た
し
た
る
場
合
に
普
通
栽
培
に
比
す
れ
ば
、
牧
量
は
七
一
%
を
一
本
す
が

放
に
、
栽
培
慣
値
注
し
と
云
ふ
べ
か
ら
や
。
事
故
の
詩
め
、
播
種
遮
る
る
も
、
前
記
試
験
の
如
く
六
月
二
八
日
播
種
し
て
作
り
た
る
苗
も
挿

秩
の
債
依
あ
り
と
一
E
ム
ベ
し
。

. . 

前
節
に
於
て
は
六
月
五

O
日
に
播
種
し
た
る
首
を
八
月
四
日
に
挿
叫
伏
し
た
る
も
の
な
る
が
、
此
試
験
は
六
月
二
八
日
に
播
種
し
た
る
も
の

を
七
月
二

O
日
に
挿
秩
し
た
る
た
り
。
播
種
期
は
雨
者
大
輔
接
近
せ
る
も
挿
棋
期
に
大
に
差
異
あ
り
。
而
し
て
普
通
栽
培
《
標
準
〉
に
比
し

て
、
前
者
の
場
合
は
牧
量
五
八
・
七
u
n
、
後
者
の
場
合
は
七
0
・
九
%
な
り
し
放
に
、
等
し
く
幼
首
に
で
も
平
く
挿
秩
す
る
と
と
の
有
利
な
る

b
h
示
す
な
担
。
さ
れ
ば
‘
卒
魅
時
に
際
し
て
、
苗
を
再
び
育
成
す
る
必
要
あ
り
た
る
時
は
、
描
水
の
便
利
を
得
る
や
た
と
ひ
幼
苗
た
り
と
も

平
島
屈
に
挿
挟
ず
べ
き
も
の
と
云
ふ
ぺ
し
・

宿
の
捕
即
刻
岨
輔
副
唱
と
し
て
の
晩
化
法

(岡〉

凡
宝



砲
の
短
期
裁
泡
と
し
て
の
晩
化
法

(

囚

〉

八
六

昭
和
一
四
年
の
試
験
に
於
て
、
七
月
}
八
日
播
種
、
八
月
五
日
の
挿
棋
の
如
き
極
度
の
晩
化
栽
培
は
、
そ
の
牧
穫
が
普
通
栽
培
の
一
割
に

過
ぎ
や
し
て
、
貰
用
の
慣
値
無
き
を
見
た
り
。

六
、
考

察

一
、
晩
化
栽
培
の
{
般
的
結
果

昭
和
一

O
年
に
晩
化
栽
培
の
試
験
を
始
め
、

一
五
年
迄
六
ヶ
年
に

E
り
て
試
験
を
重
ね
た
る
結
果
は
同
一
に
し
て
、
既
に
報
告
し
た
る
如

く
、
・
弐
の
事
貨
危
認
む
。

て
粗
種
子
の
播
種
期
及
び
本
国
挿
換
期
を
遅
ら
せ
て
、
所
調
「
晩
化
栽
培
」
生
行
ふ
時
に
、
成
熟
期
は
僅
か
に
て
雨
日
湿
る
h
に
過

ぎ
ざ
る
放
に
、
短
期
栽
培
の
目
的
に
遁
し
・
農
業
経
瞥
の
僚
件
に
よ
り
て
は
、
そ
の
膝
用
を
見
る
と
と
を
得
。

二
、
晩
化
栽
増
を
行
へ
ば
遁
期
の
普
通
栽
培
に
比
し
て
、
牧
量
を
減
じ
、
且
つ
米
の
品
質
を
落
す
と
と
は
避
け
離
し
。
而
し
て
同
時
に
挿

挟
し
た
る
所
調
「
寄
苗
植
」
に
比
す
る
も
牧
量
劣
hv.
且
つ
米
質
も
悪
し
を
と
と
も
確
貰
な
り
。

三
‘
以
上
の
事
貨
に
鑑
み
、
短
期
栽
培
を
行
は
ん
と
せ
ば
、
寄
苗
植
を
良
と
す
れ
ど
、
搭
種
後
一
度
仮
植
す
る
矯
め
に
大
に
努
力
b
t
要
す

る
と
と
、
或
は
場
合
に
よ
り
で
は
寄
苗
植
を
用
意
し
得
ざ
る
場
合
あ
り
。
か
L
る
時
は
晩
化
栽
培
を
油
首
と
た
ず
。

二
、
晩
化
栽
増
と
品
種

裁
に
新
な
る
問
題
は
、
晩
化
栽
培
と
品
種
と
の
閥
係
な
る
が
、
本
報
告
に
於
て
述
ペ
た
る
如
く
、
品
種
に
よ
り
て
晩
化
栽
培
の
結
果
に
差

異
あ
る
が
如
し
.
よ
っ
て
晩
化
栽
培
を
計
壷
的
に
稲
作
能
脅
上
施
行
せ
ん
と
せ
ば
、
そ
の
品
種
を
濯
ぶ
と
と
必
要
と
云
ふ
ベ
し
。
例
へ
ば
此



試
験
は
一
ヶ
年
の
結
果
に
過
ぎ
ぎ
れ
そ
吉
一
時
費
、
繭
榊
、
農
林
一
一
一
蹴
の
問
品
種
中
に
於
て
は
、
農
林
一
二
披
が
最
も
誼
賞
す
る
が
如

く
見
え
、
遁
種
を
作
れ
ば
、
米
の
牧
量
並
に
品
質
に
於
け
る
犠
牲
を
軽
減
し
得
ペ
じ
@
〈
向
重
ね
て
試
験
せ
ざ
れ
ば
確
言
し
得
ぎ
れ
E
v
.
吉

一
肺
は
此
地
方
に
於
て
・
敬
量
多
く
、
米
質
も
良
好
た
る
が
、
此
吉
一
脚
の
普
通
栽
培
に
比
し
て
、
農
林
一
二
披
は
牧
量
が
僅
か
に
三
%
を
減
じ
た

る
の
み
に

ιて
、
且
つ
品
質
も
同
等
た
り
き
。
叉
蘭
跡
地
に
於
て
は
、
士
ロ
一
脚
寄
苗
植
に
比
す
れ
ば
却
。
て
農
林
一
二
披
が
牧
量
一
割
多
か
り

事
置
。
但
し
過
肥
の
矯
め
に
晩
化
t

は
倒
伏
せ
し
敢
に
、
育
米
を
生
じ
て
品
種
劣
等
の
訣
船
あ
り
た
り
。
右
の
事
例
の
如
〈
、
晩
化
栽
培
を
行

は
ん
Lι

せ
ば
、
趨
首
念
る
品
種
を
選
ぶ
と
み
」
必
要
た
り
と
一
五
ふ
J
h

し・

、
晩
化
栽
培
の
有
効
期
限

晩
化
栽
培
は
米
の
敬
量
に
於
て
、
又
そ
の
品
質
に
於
て
劣
る
が
故
に
、
普
通
は
之
を
行
は
ざ
る
を
可
と
す
れ

E
、
且
ナ
魅
に
際
し
、
或
は
事

情
に
よ
静
ま
を
行
ふ
必
要
あ
る
時
の
震
に
、
そ
の
有
効
眼
界
を
見
定
め
置
か
ざ
る
べ
か
ら
や
。
成
る
可
く
皐
く
搭
種
挿
秩
す
べ
き
も
の
な
る

が
、
そ
の
遅
る
h
場
合
の
有
効
期
限
は
如
何
た
り
待
。
本
報
の
試
験
に
よ
れ
ば
、
六
月
一
ニ

o
aに
播
種
し
、
八
月
四
日
に
挿
秩
し
た
る
に
、

牧
量
は
普
通
栽
培
に
比
し
て
病
畠
の
被
害
た
け
れ
ば
五
九
%
、
品
質
中
の
下
に
た
り
て
相
首
大
な
る
悪
影
響
を
受
け
た
れ
H
C
、
普
通
梢
の
牛

作
た
る
放
に
、
全
く
稲
作
を
放
棄
す
る
よ
り
も
可
た
り
と
云
ム
ペ
し
。
時
宜
に
よ
り
て
は
、
此
時
期
迄
晩
化
栽
培
を
遅
ら
す
も
施
行
の
債
値

あ
る
ベ

L
・
叉
他
の
試
験
に
於
て
六
月
二
A
日
に
播
種
し
、
七
月
二

O
日
に
挿
秩
し
た
る
に
、
普
通
栽
培
に
比
じ
て
七
日
係
の
牧
量
を
見
た

る
が
放
に
、
米
貿
は
下
念
hv
し
も
、
敬
量
の
航
よ
り
又
栽
培
の
慣
値
あ
り
と
見
る
ベ

L
・

右
に
よ
れ
ば
播
種
が
六
月
一
エ

O
日
に
な
り
、
挿
換
が
八
月
に
入
る
も
概
ね
半
作
の
牧
穫
を
得
る
が
放
に
、
栽
培
可
能
と
云
ふ
べ
き
も
、
昭

和
一
四
年
平
魅
時
に
七
月
一
八
日
に
播
種
、
八
月
五
日
に
挿
換
し
た
る
時
は
、
枇
量
は
平
年
作
の
約
一
割
に
過
ぎ
や
し
て
賞
用
の
慣
値
無
き

罰
帽
の
短
掲
載
継
と

L
て
の
礎
化
法

ハ
個
一
v

久
七



婚
の
短
姐
銭
暗
唱
と

Lfh
の
艶
化
法

(
随
一
v

A 
Jl 

を
見
た
る
が
放
に
、
七
月
一
五
日
の
播
種
は
絵
り
に
遅
き
に
失
し
た
り
と
云
ふ
ぺ
し
ρ

七
月
一

O
日
迄
に
播
種
す
れ
ば
或
は
術
多
少
の
敬
穫

あ
り
し
も
仏
ら
ん
。
最
も
遅
き
時
の
播
種
期
限
界
は
七
月
一

O
H頃
左
る
ペ
し
・

播
種
並
に
挿
軸
棋
の
時
期
が
遅
る
t
A

程
制
熱
病
に
椴
り
易
く
注
hv、
そ
の
牧
量
生
減
じ
.
出
穂
及
び
成
熟
が
不
揃
と
た
り
米
質
は
劣
要
す
る

‘
む
在
る
が
、
前
速
の
試
験
に
於
て
、
六
月
二
五
日
播
種
、
七
月
一
ニ

O
日
挿
映
の
時
期
よ
U
し
て
、
そ
の
副
総
影
響
が
著
し
く
も
仏
担
、
六
月
一
一
一

O
B揺
種
八
月
四
日
挿
棋
の
も
の
に
於
て
、
特
に
影
響
大
な
る
そ
認
め
た
り
。

晩
化
栽
帽
に
於
て
は
搭
種
の
遅
る
L
よ
り
挿
換
期
の
遅
る
a
h

が
悪
影
響
大
に

L
て
、
挿
叫
伏
期
は
能
ふ
限
り
回
T
く
す
る
を
可
と
す
。
散
に
搭

種
以期
止題
をれ
綜た
合る
し場
て合
ぷは
耐た
盤』占と
:Z ひ

31 
詮 ?
最 ι
a も

轟墜
を 11'-

の
自と

使
七 を
月
一得

るC や日
皆平
町 z 詣:

5 5 
七'
月刊
引き

§豆
長話
際三
的
の
有
効
期
限
と
去
す

事
唱と
縛
4ミ

し

四
、
晩
化
栽
培
の
牧
量
械
の
程
度

晩
化
栽
培
は
成
W
〈
早
《
播
種
挿
叫
伏
す
れ
ば
、
そ
の
牧
量
は
多
く
且
つ
米
質
も
良
好
た
る
は
一
言
を
侠
た
ざ
る
が
J

特
別
の
必
要
あ
り
て
晩

化
を
行
ふ
も
の
怠
る
放
に
、
騎
に
早
く
播
種
挿
秩
す
る
と
と
を
得
余
。
幡
牲
の
最
小
限
度
に
於
て
‘
そ
の
時
期
bz成
る
可
く
遅
ら
す
と
と
が

晩
化
栽
培
む
趣
旨
念
り
。
と
の
見
解
に
立
ち
て
揺
種
ぞ
六
月
一
五
目
前
後
、
挿
棋
を
七
月
二

C
日
前
後
に
た
し
た
る
時
に
、
果
し
て
普
通
栽

培
に
比

L
て
、
幾
何
の
牧
量
減
を
も
仏
す
も
の
た
る
か
b
E
確
め
置
く
と
と
必
要
た
り
。
ょ
う
て
是
迄
の
試
胎
に
よ
り
て
、
晩
化
栽
培
の
敬
量
減

を
列
記
す
れ
ば
次
の
・
如
し
。

甲

小

委

蹴i

地

普
通
の
如
〈
遁
期
に
岨
措
置
縛
映
し
た
る
も
の
に
比
し
て
晩
化
栽
培
の
牧
量
減
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短
期
隷
埼
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し
て
の
晩
化
法

円四
v

久
九

上
掲
の
表
の
如
く
、
年
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
績
は
異
れ
ど
も
、
播
種
期
を
六
月
一
五
目
、
挿
棋
期
を
七
月
二

O
日
と
定
む
れ
ば
、
昭
和
一

五
年
の
試
臓
の
如

4
・
E
l六
が
位
の
減
牧
民
止
め
得
る
も
の
と
認
め
て
可
法
ら
ん
。
而
し
て
之
は
士
口
跡
に
就
き
て
の
結
果
に
し

τ・
若
L

品
種
を
漣
揮
せ
ば
そ
の
減
牧
は
品
開
小
と
な
り

τ、
4
へ
た
る
問
題
と
は
な
ら
ざ
る
べ
じ
・
唯
共
品
質
の
劣
費
を
如
何
と
も
す
る
と
と
能
は
宮
る



酒
の
短
組
曲
輯
焔
と
し
て
の
明
化
法

ハ四〉

九
Q 

ぺ
し
。
か
く
の
如
く
、
牧
量
に
五

l
六
%
減
、
品
質
悪
化
の
依
陥
あ
れ
ど
も
‘
稲
作
粧
品
高
上
他
に
有
利
の
黙
あ
ら
ば
、
此
犠
牲
も
敢
て
忍
ぶ

べ
き
も
の
な
り
。
よ
り
て
著
者
等
は
、
此
晩
化
栽
培
は
稲
の
短
期
栽
培
の
一
方
法
と
し
て
時
宜
に
主
り
賓
施
す
べ
き
慣
値
あ
り
と
信
守
る
念

り

七
、
摘

要

て
昭
和
一
五
年
に
吉
神
、
費
、
繭
紳
及
び
農
林
一
二
競
の
四
品
種
佐
用
ひ
て
、
晩
化
栽
培
と
品
種
と
の
開
係
を
試
験
し
た
り
。
同
時
に
播

種
並
に
挿
棋
の
時
期
を
四
期
に
分
ち
て
、
晩
化
栽
培
の
賞
用
的
の
有
効
限
界
を
見
定
ん
が
矯
め
に
吉
榊
を
用
ひ
て
試
験
を
行
ひ
た
り
。

二
、
小
委
跡
に
晩
化
栽
培
を
た
し
た
る
に
、
古
一
脚
、
費
、
幅
榊
共
に
米
の
牧
量
並
に
品
質
が
普
通
栽
培
に
比
し
て
劣
り
た
れ
ど
も
、
農
林
一

二
暁
の
み
は
、
枇
量
も
品
質
も
齢
り
劣
ら
ぎ
り
き
。

一
ニ
、
蘭
跡
地
に
晩
化
栽
培
そ
な
し
た
る
時
も
、
農
林
一
二
鋭
は
牧
量
は
決
し
て
減
ぜ
ぎ
り
き
。
只
肥
料
過
多
の
矯
め
に
全
部
倒
伏
し
た
る
故

作
、
青
旅
b
t
a
wく
住
ヒ
食
h
y
e

前
頃
と
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
農
林
ご
』
慌
の
如
き
は
、
腕
化
載
培
に
誼
せ
る
品
種
と
一
冨
ム
ペ
き
か
。

問
、
小
委
跡
地
も
、
蘭
跡
地
も
、
寄
苗
植
に
な
せ
ば
、

一
般
に
晩
化
栽
培
に
比
し
て
米
の
牧
量
多
〈
-
且
つ
品
質
も
可
・
な
る
故
に
、
寄
首
植

に
た
ず
を
遁
賞
と
す
。
只
特
殊
の
場
合
に
は
晩
化
栽
培
を
行
ふ
べ
く
、
そ
の
趨
賞
品
種
生
選
び
て
、
可
及
的
早
く
播
種
し
挿
秩
す
ぺ
し
・

宜
、
晩
化
栽
培
は
七
月
三

O
日
或
は
そ
れ
以
後
の
挿
棋
と
・
な
れ
ば
病
扱
害
に
躍
り
易
く
、
出
穂
成
熟
が
過
度
に
握
れ
、
牧
量
少
2
、
、
米
の
口
問

質
悪
し
く
、
最
早
や
時
期
が
甚
だ
遅
き
に
失
す
と
云
ふ
ぺ
し
・
さ
れ

E
八
月
四
日
の
挿
棋
に
於
で
も
伶
約
半
作
を
得
た
る
が
故
に
、
全
土

識
持
の
慣
値
無
き
に
非
守
、
楊
A
口
に
よ
り
で
は
此
の
頃
迄
遅
る
L
も
挿
棋
す
る
と
と
可

k
h
v。



六
、
六
月
二
八
日
の
如
く
過
度
に
謹
れ
て
播
種
し
た
る
首
も
、
七
月
二

O
日
に
挿
秩
し
た
る
に
、
普
通
栽
培
に
比
し
て
牧
量
七
割
を
象
げ
た

文

献

る
放
に
、
事
故
の
矯
め
に
遅
れ
て
苗
を
作
る
も
、
早
〈
挿
秩
す
れ
ば
栽
埼
の
慣
値
あ
り
と
云
ふ
ぺ
し
a

七
、
以
上
を
綜
合
す
る
に
、
晩
化
栽
培
の
賞
用
的
有
効
期
限
は
一
播
種
期
は
六
月
末
、
挿
棋
は
七
月
末
と
見
る
べ
し
。

八
、
播
種
を
六
月
一
五
目
、
挿
棋
を
セ
月
二

O
日
と
せ
ば
、
岡
山
牒
下
に
於
て
吉
一
脚
を
用
ふ
れ
ば
、
普
通
栽
培
に
比
し
て
五

l
六
%
の
減
牧

に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
・
更
に
遁
首
た
る
品
種
を
選
べ
ば
、
情
犠
牲
を
軽
減
し
得
ぺ
し
・

ll) 

藤
本

慌

" 水
稲
の
晩
化
に
就
て

煎
本
町
榔

昭
和
一
一
年
三
沼

(2) 

同

前

開
本
田
脚
に
於
け
る
水
稲
晩
化

農
業
及
圏
直
樹
舗
一
一
程

四
三
九
l
四
四
八

昭
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一
一
年
一
周

色

重
夫

七
島
町
榔
作
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し
て
の
水
蔚
絞
塔
法

験
後
拝
借
業
組
合
奨
助
事
業
年
報
筋
肉
就

昭
和
二
一
年
四
局
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近
藤
富
岡
太
郎

・
高
橋
峰
卒

・
寺
栢
川
崎
問
調

蔚
の
短
期
栽
矯
と
し
て
の
晩
化
法

農
事
研
究
第
二
九
省

八
三
け
一

O
七

昭
和
一
一
二
年
五
周
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近
藤

高
太
郎
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前
議
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一
一
一
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一
七
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五

昭
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一
四
年
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一
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近
藤
高
太
郎

同
組
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一
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同
前
諮
第
三
二
容
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昭
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一
六
年
一
一
周

ハ
昭
和
一
六
年
二
H
A

二
八
日

大
原
農
業
研
究
所
〉

掲
の
短
期
栽
培
と
し
て
の
喋
化
法

(四
V
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